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電球点灯を確認した送電実験（大平教授提供）

北大、抗がん剤が効かなくなる仕組みに関与するたんぱく質を

特定(12/07/30)

ニッケ、太陽光パネル施工事業に１０月参入(12/07/30)

昭和電工・大町事業所、操業８０周年−黒鉛電極で生き残り

(12/07/30)

豊橋技科大、路面から車へ送電−ＥＶ電池小型化へ

 【名古屋】豊橋技術科学大学電気・電子情報工学系の大平孝

教授らは、路面のアルミニウム製導電板から自動車に送電する

技術を開発した。高周波数帯の電気を用いることで、タイヤのゴ

ムを通過してタイヤホイールまで送電する。路面からタイヤホイ

ールへの送電技術は世界初という。大容量電池が不要で低価格

なインホイールモーター式電気自動車（ＥＶ）の開発につながる。

 道路沿いの電柱からアスファルト路面の下に設けたアルミ導電

板に送電する。道路に設置したインバーターで周波数５０―６０

ヘルツの電気を１０メガヘルツ程度に変換し、ホイール内の駆動

モーターに供給する。大平教授らは導電板とタイヤ内のスチールベルト、タイヤホイールと２本のタイヤ

に回路を構成し、２本のタイヤ間に設けた電力５０ワットの電球が光ることを確認した。

 今後はＥＶを動かすのに必要な電力１０キロ―２０キロワットでの実験や、雨や雪の環境下で動作確

認する方針。この動作確認ができれば、理論的には導電板とインバーターを設置した道路では、電池な

しで走行できるようになる。

 実際には、導電板がある道路と導電板がない道路を走る場合に備えて、ＥＶに小型電池を搭載する

必要がありそうだ。ただ、ＥＶの走行性能を左右する車載用電池は大容量が必要で価格が高く、ＥＶ普

及を阻害する一因となっている。今回開発した仕組みと小容量の電池を組み合わせれば、ＥＶ価格の

引き下げに寄与する。 

 （2012年06月28日） 

関連リンク：豊橋技術科学大学

中央精機、ホイール工場を宮城に建設(12/06/22)

大林組など、アスファルト舗装向け除染技術を開発(12/04/26)

オートバックスセブン、「ＯＺ」ホイールを全国販売(12/04/19)

新刊／豊橋技術科学大学２０１２編『理工系のための明日への教科書』(12/04/16)

豊橋技術科学大学、センター開設５周年シンポ(12/03/09)

豊橋技術科学大学、人材育成でシンポ(12/01/30)

1位：東芝、海外拠点を２２カ所に倍

増−ＤＢ構築、世界で情報共有

2位：工作機械業界の情報交換組

織、半世紀の歴史に幕

3位：小型車「スイフト」２車種、インド

で代替生産しない−スズキ...

1位：有機ＥＬ材の増産相次ぐ−国内

化学メーカー、供給体制の確

立...

2位：トヨタ、ターボ内製化−愛知・三

好で年７万台

2012.04.02 

４月２日、電子版の国内サービスを開始

しました。 

 

機能が大幅にアップしました。 

１：インデックス部分にマウスを当てると

その面のすべての見出しが見られます。 

 

２：記事に関連リンクが付きました。記事

全文を開いた時に各記事の下部に表示

マイニュース

キーワードを登録すると、そのキーワー

ドを含む記事が自動的に収集され、マイ

ニュースに表示されます。キーワードは

最大10件まで登録が可能です。 部分一

致にて検索し記事を収集します。 

キーワードを登録する

マイニュースの一覧を

表示します

マイクリップの一覧を

表示します

無料サービスの携帯

メール配信を設定しま

す

»もっと読む

マイクリップを保存しました。
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